
株式会社ＭＥＭＯテクノス 会社概要

主力製品 作成前の課題認識

・ 新規事業のビジネスモデルが明確になっていない。
・ 今やるべき事、取り組むべき事が定まっていない。
・ 他分野への事業展開が不十分である。
・ 営業力が不足している。

作成の成果・今後の活用

・ 新規事業に対するメンバーのベクトル合わせができた。
・ 今後の価値提供に必要となる技術や知識や情報を
習得する機会ができた。
・ 作成したシートに従って新規事業を進めていく。
・ 社内メンバーへ展開するため社内に掲示する。
・ 新たな事業を立ち上げる都度、シートを作成する。

社名 株式会社ＭＥＭＯテクノス
創立 2006年10月3日
所在地 〒252-0331 神奈川県相模原市南区大野台1-5-2
資本金 500万円 従業員数 16名
事業内容 自動放送システム、ロボット、IoTのシステムインテグレーション

主力製品は、「公共交通機関向け放送システム」
今後の収益の軸となる新事業を模索中。



事業課題（弱み）
これまでの外部環境

資源 ビジネスモデル 価値 資源 価値

こ
れ
か
ら

「これから」の姿への移行のための戦略
解決策これからの外部環境 必要な資源

移行のための課題

経営デザインシート（事業が１つの企業用） 株式会社ＭＥＭＯテクノス

自社の目的・特徴・事業概要 経営方針

こ
れ
ま
で

ビジネスモデル

目 的: お客様のニーズを解決する省力化ソリューションを提供する
特 徴: 仕様化からリプレイスまでをワンストップで特注サービスを請け負う
概 要: 産業用システムの高い信頼性と特注仕様を独自のノウハウで低価格で実現

【経営方針】
お客様の「したい」を「カタチ」にするモノづくりで明るく豊かな社会を創造する。
【事業営業方針】
「そうそうそれが欲しかった」を提供する。

内部資源
メーカーとしての高い技術力
システムインテグレーション力
特注への柔軟な対応力
公共交通機関への精通したノウ
ハウ
断らない企業精神

外部調達資源（誰から）
特注対応のサプライチェーン
信頼関係の深い関係会社

知財
特注メーカーとしてのノウハ
ウ
公共交通機関の取引実績
多数のシステム開発実績

提供先から得てきたもの
サプライヤーとしての信頼実績
省人化に必要なノウハウ
製造技術・品質基準
市場でのシェア

提供先が一社に集中
他分野への事業展開が不十分
営業力不足
現地対応など過酷な業務環境
当該市場の成⾧性
寡占状態での慢心

内部資源
現場調査、提案が可能な営業力
現場調整、施工管理力
シミュレーションによる評価技
術
AMRメーカーとの意思疎通
AMRメーカー製品の修理技術
AMRメーカー製品の生産能力
不具合への即応対応力
開発提案に繋がる市場調査力
リスクアセスメント
システムインテグレーション
MES・WMS開発
・周辺設備の開発

外部調達資源（誰から）
・現場施工会社
・ITネットワーク協力会社
・メンテナンス協力会社
・ソフトウェア開発会社

知財
・業界の慣例、慣習
・安全面、規格のノウハウ
・MES、WMSの知識
・不具合箇所特定スキル

知財
・施工手法、方法、手順
ネットワーク管理知識

提供先から得るもの
・業種、業界の実績
・業種、業界のノウハウ
・安全設計の基準、品質
・お客様の声（叱咤、要望）

＋要素 競合他社が中堅大手のみ
省人化ニーズが極端に強い鉄道業界
案内放送サービスの高度化が進む

－要素 新規市場や成⾧性は低い
競合他社の開発力が高い
受注量は業界の動向に連動する

市場状況 当社の評価が高い一方で首都圏でのシェア70％超えの寡占状態は業界にとって健全な状
態とは言えない。システムの高度化はますます進み中小企業には逆風

＋要素 重量物を扱う業種は人手不足 熟練工
の人材不足 ロジスティクスは24時間稼働が必
要

－要素 重量AMRのコストが高い 投資
効果が得られるまでに時間が掛かる 成
⾧の期待できる業界であり競合が増える

市場予測 重量物を扱う業種では人手不足により導入意欲がある。
投資効果が生まれるまでに時間が掛かるために、導入に時間が掛かる。

・未経験業種のため業界の慣習や基本情報が欠如している。
・業界特有の生産実行システム、倉庫管理システムのノウハウがな
い。
・価値提供の要となる現場調査、現場改善導入の人材が足りない。

内部リソース
施工管理 メンテナンス体制
マーケティング
MES・WMS開発

外部リソース
ソフト開発 ITネットワーク

知財
重可搬運用ノウハウ MES、
WMS知識サーバー管理

<フェーズ1>マーケティング、情報収集
・社内にロジスティクスを模した簡易環境を構築し、評価を行う。
・引き合いのある物流系企業様からの案件を通じて、情報を得る。
・業界紙を購読して、情報を得る。
・業界歴の⾧い商社様などと協業し、情報を得る。

<フェーズ2>メンテナンス体制、施工管理、MES・WMS知識
・AMRメーカーの生産協力を行い、メンテンス技術を得る。
・MES、WMSの開発を行っている会社との協業。
・ IoTの現場調査、提案から自動フォークの現場に参入する。

<フェーズ3>営業強化
・ 物量業界を熟知している方の雇用。
・成功報酬型の業界営業の雇用。

提供してきた価値

提供先（誰に）
公共交通機関
商社
メーカー
施工管理会社
何を
公共交通機関利用のお客様が安心
できる運行を支えるサービスサプ
ライヤーの一部として、公共交通
機関と機器メーカーの実質的業務

資源をどのように用いて価値
を生み出してきたか
短納期、多品種、高信頼性で
かつ鉄道業界特有のニーズに
特化した特注システムとサー
ビスを提供
誰と組んで
商社、施工管理会社
OEMブランド社、施工会社

提供先へのアクセス法
商社を介してユーザーに

資源をどのように用いて価
値を生み出すか
・お客様の既存設備と連動した自
動輸送
・システムを委託開発から現地立
ち上げまで一括で請け負う
・MES、WMSと連動した自動搬
送シス テムの開発支援
・重量物搬送のパッケージサービ
スをリース販売する

どんな相手と組んで
・AMRメーカーとの協業
・商社との協業
・施工会社との協業

提供先へのアクセス法
・展示会、HPによる顧客獲得
・業界専門誌による顧客獲得
・既存顧客からの紹介

提供する価値

提供先（どんな相手に）
・重量物のメーカー
・大型機器のアッセンブリ企業
・ロジスティックス
・建設関連企業

何を
・搬入から搬出までの省人化
・重量物の安全な無人搬送
・全自動の運行管理
・MES、WMSによる生産管理
・リースなどコスト最適化

知財の果たしてきた役割
高い信頼性や積み重ねた実績が
お客様への安心をもたらした

知財の果たす役割
・全て任せられる安心感
・安全で手間なしのシステム
を提供
・既存システムを活かした自
動化
・顧客側保守部隊のコストも
削減

知財
現地対応力 各種の支援技術


